
　先日，ある歯科ディーラーのトッ
プセールスマンから興味深い話を聞
いた．最近の新規開業では，院内
LANシステムを構築してすべての
画像データを様々なサーバーで確認
できるという理由から，デンタルや
パノラマエックス線はほとんどの場
合でデジタル画像システムが採用さ
れている．しかし，画像診断におけ
るデジタル画像の有用性を重要視し
て採用する例は少ないという．また，
CBCT も時代の潮流を理由に何と
なく導入したいという歯科医師が増
えているが，臨床であまり使用され
ていないケースもあるという．
　このような開業時の無駄な初期投
資を抑えるためにも，デジタル画像
システムを導入するにあたっては，
自分の臨床でデジタル画像をどのよ
うに応用していくのかを明確にする
必要がある．そんな時，この本は大
いに役立つはずである．
　本書は「第Ⅰ章：画像撮影・診断
の新たな展開」「第Ⅱ章：たしかな
画像を得るためにおさえておきたい
ポイント」「第Ⅲ章：わかりにくい，
見落としやすい画像診断のポイン
ト」で構成されている．序文や第Ⅰ
章の中で編者が述べているが，歯科
の画像診断はパラダイムシフト（大
きな枠組みの変化）が起こっている

という．大きな変化とは，デンタル・
パノラマのデジタル化，３次元画像
である CBCT の登場と一般歯科医
院への普及，さらに今後は歯科にお
いても普及が見込まれる遠隔画像診
断などで，第Ⅱ章の中でアナログ
画像とデジタル画像の違い，CBCT
の特徴と臨床で適切に活用するため
の留意点，デジタルエックス線撮影
のポイントなどが詳述されている．
これらは，すべてたしかな画像診断
を行う上で知っておくべき知識であ
ろう．
　筆者の場合，エナメル質初期う蝕
の診断はアナログ画像のほうが優位
であること，患者の被曝を低減でき
るデジタル画像は 1枚の静止画とし
て捉えるだけでなく，様々な画像処
理によりその有効性がより高くなる
ことなどが，本書の明解な解説によ
り再確認できた．
　そして臨床家にとっては，“ 臨床
編 ” である第Ⅲ章がやはり最も興味
をひくところだと思う．「デンタル
撮影のアナログで診断しやすかった
症例」「デジタルで診断しやすかっ
た症例」「デンタル（パノラマ）撮
影で診断できなかったがCTで診断
できた症例」など５つのテーマで分
類されており，数多くの症例を通し
て画像診断のポイントと pitfall（落

とし穴）についてが豊富な写真でわ
かりやすく解説されている．本章を
読むと，アナログ・デジタルそれぞ
れの有用性を理解して画像診断する
こと，また CBCT による 3 次元画
像診断をすることで診断能力が向上
することがよくわかる．
　当院ではアナログ・デジタルそれ
ぞれのメリットを活かすため，現在
は電源のみで暗室がなくてもアナロ
グデンタルエックス線を現像できる
「Ring Ring 3」（ニックス製）を導
入し，デジタルとアナログを併用し
て画像診断を行っている．また，約
３年前に CBCT も導入し，様々な
臨床への応用が可能なため日常臨床
が大きく変わったことを実感してい
るが，本書は非常に参考になる内容
が多く解説されており，新しく得た
知識を明日からの診療に活かしてい
きたいと思っている．
　エックス線画像のしくみ・構成に
ついての解説など，専門的で難しく
感じられるところがあるかもしれな
いが，本書を読む前と後では１枚の
画像を見る目が変わっているはずで
ある．診療の質の向上を図るために
も，ぜひ参考にしていただきたい一
冊である．
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